
公募型プロポーザル方式に係る手続開始の公告 

 

 県立宮崎病院飲食店運営業務について公募型プロポーザルを実施するので公告する。 

 

令和８年１０月２６日 

                         県立宮崎病院長 眞柴 晃一 

１ 業務の概要 

  (1) 業務名  県立宮崎病院飲食店運営業務 

  (2) 業務内容 病院における飲食店の整備及び運営 

 (3) 履行期間 令和９年１月１１日から令和１３年１２月３１日まで 

 

２ 参加資格 

  参加申込書の提出者は、以下に掲げる全ての資格を満たす者であること。 

  (1) 地方自治法施行令第 167 条の４の規定に該当しない者であること。 

 (2) 物品の買入れ等の契約に係る競争入札の参加資格、指名基準等に関する要綱（昭和４

６年宮崎県告示第９３号）に規定する資格を有する者で、業種がサービス（役務の提供）

に関する業種で、営業種目がその他、種目が食事・給食で登載された者であること。た

だし、登載されていない者については、本件企画提案書を提出する日までに所定の手続

を完了することとし、登載されたことが確認できる書面を提出すること。 

 (3) 物品の買入れ等の契約に係る競争入札の参加資格、指名基準等に関する要綱に基づ 

  く資格停止を、参加申込書の提出期限の日から契約締結する日までのいずれの日にお 

  いても受けていないこと。 

  (4) 民事再生法（平成 11 年法律第 225 号）第 21 条の規定による再生手続開始の申立て 

    がなされていない者又は会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）第 17 条の規定による 

    更正手続開始の申立てがなされていない者であること。ただし、民事再生法に基づく 

    再生手続開始又は会社更生法に基づく更正手続開始の決定を受けた者で、再度の入札 

    参加資格審査の申請を行い、認定を受けたものについては、再生手続開始又は更正手 

    続開始の申立てがなされなかった者とみなす。  

 (5) 客席数が 20 席以上の飲食店を令和８年１月３１日時点で営業中であり、かつ、３ 

  年以上経過している実績が１件以上あること。 

 

３ 審査に関する事項 

 (1) 企画提案書、ヒアリング等に基づき、下記(3)の基準により最優秀者を１者、優秀  

   者（次点）を１者選定する。 

  (2) 審査は病院職員で構成する選定委員会により行う。スケジュール等は、募集要項に 

   記載する。 

  (3) 評価基準 

    ① 運営方針 

    ② 運営体制 

    ③ 運営内容 

    ④ 貸付料 

  ⑤ 収支計画 

    ⑥ 実績 

    

４ 手続等 

  (1) 担当所属 

   〒880-8510 宮崎市北高松町 5 番 30 号 県立宮崎病院 

    県立宮崎病院総務課管理担当 

     TEL 0985-24-4181  FAX 0985-28-1881 



    メールアドレス：miyazaki-hp@pref.miyazaki.lg.jp 

  (2) 募集要項の交付方法  

   募集要項は上記(1)担当所属の場所又は県立宮崎病院ホームページに掲載する。  

    http://kenritsu-miyazakibyouin.jp/ 

  (3) 参加申込書等の提出期限、提出場所及び提出方法 

   提出期限：令和８年１１月２０日(金) 午後５時必着 

      提出場所：上記(1)担当所属と同じ。 

      提出方法：持参又は郵送（書留郵便等の配達の記録が残るものに限る。）による。 

  (4) 企画提案書の提出期限、提出場所及び提出方法 

      提出期限：令和８年１２月７日(月) 午後５時必着 

      提出場所：上記(1)担当所属と同じ。 

      提出方法：持参又は郵送（書留郵便等の配達の記録が残るものに限る。）による。 

 

５ その他 

    詳細は、募集要項による。 
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県立宮崎病院飲食店運営業務 募集要項 

 

１ 目的 

 県立宮崎病院（以下「病院」という。）では、高度で良質な医療を将来にわたり安定的に

供給するとともに、大規模災害時の拠点病院としての役割を果たしていくために、１階エン

トランスホールを中心に、売店や飲食店を配置している。これらは、病院に親しみやすさや

賑わいを創出し、その運営等については、民間事業者が持つノウハウを活用することとし、

公募型プロポーザル方式により飲食店事業者を選定する。 

 

２ 業務概要 

  (1) 業 務 名 県立宮崎病院飲食店運営業務 

  (2) 事業場所  宮崎市北高松町５－30 

  (3) 業務内容  別紙「要求水準書」のとおり 

 (4) 事業方式 

   ア 病院に配置する飲食店を運営する事業者に対し、病院建物の一部を有償で貸し  

   付けるものとする。 

   イ 事業者は、病院が予め整備した店舗エリアの内装・設備工事や什器・備品を活用し、

店舗の運営を行う。 

   ウ 事業者がフランチャイズ契約によりフランチャイズ加盟店として飲食店を運営す 

   ることを可能とする。 

 (5) 貸付場所及び面積 

   １階 79.43 ㎡ 

      貸付面積は、店舗部分 79.43 ㎡(厨房及び客席)とし、病院側で設置しているイートイ 

   ンコーナーの活用も可とする。（別紙図面のとおり） 

  (6) 貸付期間 

      令和９年１月１１日から令和１３年１２月３１日まで（４年１１箇月２０日） 

      ただし、見舞客など利用者等の意見を根拠に当該契約を延長することがある。 

 (7) 年額貸付料  

   次のア及びイを合算した額を年額貸付料とする。 

  ア 基本貸付額 

    事業者に決定した者が提示した基本貸付額（税込額。ただし、公有財産取扱規則（昭 

   和３９年宮崎県規則第２０号）に基づき算定した金額である年額６９９，９６８円 

   以上（消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）相当額を含む。）の金 

   額を希望額として提示すること。 

    上記の額は、消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）相当額を含む。 

  イ 年間売上額に貸付料率を乗じた額 

    年間売上額（消費税等を除く。）に貸付料率を乗じ、消費税相当額を加えた額 

    なお、貸付料率は事業者の提案による。 

 (8) 光熱水費及びその他必要経費 

   光熱水費、事業者が設置する機器類及び撤去に要する工事費、機器類（病院で設置し

た者を含む。）の修繕費、移転費等の一切の費用は、事業者の負担とする。ただし、病

院で設置した機器や壁・建具等の構造物、設備類の修繕については、破損・故障等に至

った経緯・原因を確認した上で事業者に責がないと判断される場合は病院側の負担と

し、経年劣化等に伴う機器類の更新についても病院で設置したものについては、病院側

の負担とする。 

 （9）その他 

      感染症対策など患者やスタッフ等の安全確保、感染拡大防止等のため、来院者等  

   を制限するなど、飲食店運営に支障を来す事象が生じても営業補償は行わないもの    

   とする。 
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３ 参加資格 

    この企画提案競技に参加しようとする者の満たすべき要件は次のとおりとする。 

 (1) 地方自治法施行令第 167 条の４の規定に該当しない者であること。 

 (2) 物品の買入れ等の契約に係る競争入札参加資格者、指名基準に関する要綱（昭和４

６年宮崎県告示第９３号）に規定する資格を有する者名で、業種がサービス（役務の

提供）に関する業種で、営業種目がその他、種目が食事・給食で登載された者である

こと。ただし、登載されていない者については、本件企画提案書を提出する日までに

所定の手続を完了することとし、登載されたことが確認できる書面を提出すること。 

 (3) 物品の買入れ等の契約に係る競争入札の参加資格、指名基準等に関する要綱に基づ 

  く資格停止を、参加申込書の提出期限の日から契約締結する日までのいずれの日におい 

  ても受けていないこと。 

 (4) 民事再生法（平成 11 年法律第 225 号）第 21 条の規定による再生手続開始の申立て 

  がなされていない者又は会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）第 17 条の規定による 

  更正手続開始の申立てがなされていない者であること。ただし、民事再生法に基づく 

  再生手続開始又は会社更生法に基づく更正手続開始の決定を受けた者で、再度の入札 

  参加資格審査の申請を行い、認定を受けたものについては、再生手続開始又は更正手 

  続開始の申立てがなされなかった者とみなす。  

 (5) 客席数が２０席以上の飲食店を令和８年１月３１日時点で営業中であり、かつ、３ 

  年以上経過している実績が１件以上あること。 

 

４ プロポーザルに係るスケジュール 

内 容 日 程 

公告開始、募集要項等の配布 令和８年１０月２６日（月） 

参加資格に係る質問及び 

参加申込書に係る質問の受付 

令和８年１１月１１日（水）午後５時まで 

 

参加資格に係る質問及び 

参加申込書に係る質問の回答 

令和８年１１月２０日（金）まで随時 

 

参加申込書提出期限 令和８年１１月２０日（金）午後５時必着 

参加資格審査結果通知 令和８年１１月２５日（水） 

企画提案書に係る質問の受付 令和８年１１月３０日（月）午後５時まで 

企画提案書に係る質問の回答 令和８年１２月 ７日（月）まで随時 

企画提案書提出期限 令和８年１２月 ７日（月）午後５時必着 

審査実施日 令和８年１２月 ９日（水） 

 

５ 募集要項等の配布 

 (1) 期間 

   令和８年１０月２６日(月)から１１月２０日(金) までの休日（宮崎県の休日を定め

る条例（平成元年宮崎県条例第 22 号）に規定する休日をいう。以下同じ。）を除く期

間、 午前９時から午後５時まで 

 (2) 場所 

      下記「14 問い合わせ先」の場所又は県立宮崎病院ホームページ 

   http://kenritsu-miyazakibyouin.jp/ 

 (3) 配布資料 

  ア 募集要項（本要項） 

  イ 要求水準書 

  ウ 評価基準表 

  エ 応募等様式集 

  オ 平面図 
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  カ 厨房機器リスト表 

 

６ 参加申込書等の提出 

 (1) 提出書類  

  ア 参加申込書兼参加資格審査申請書（様式第１号） 

    イ 提案者概要（様式第２号）     

  ウ 業務実績一覧表（様式第３号） 

  エ 会社案内書、概要書等 

  ※  事業者がフランチャイズ契約により、フランチャイズ加盟店として、飲食店を運  

      営する場合は、フランチャイズ本部との協定書（任意様式）を提出すること。 

 (2) 提出期限、提出場所、提出部数及び提出方法 

   提出期限：令和８年１１月２０日(金) 午後５時必着 

      提出場所：下記「14 問い合わせ先」の場所 

      提出部数：様式は全て片面印刷とし、上記(1)アからエまでの順にＡ４ファイル（タ 

          テ型）に綴じて、１部提出すること。 

   提出方法：持参又は郵送（書留郵便等の配達の記録が残るものに限る。）による。 

       持参の場合の受付時間は、午前９時から午後５時まで（休日を除く。）  

       とする。 

 

７ 参加辞退 

  参加申込書等の提出後に、以降の参加手続を辞退する場合は、辞退届（様式第４号）  

  を、下記「14 問い合わせ先」に持参又は郵送すること。 

 

８ 参加資格審査結果通知 

  参加申込書等の提出があった応募者については審査の上、令和８年１１月２５日(水)

までに結果を通知する。 

  なお、審査の結果、参加資格を有する者が多数ある場合は、参加資格及び実績等につ 

いて事前審査を行い、企画提案書の審査（以下「本審査」という。）を受ける者を３者か

ら５者程度に選定することがある。 

 

９ 企画提案書の提出 

 (1) 提出書類 

  ア 業務執行体制（様式第５号） 

    Ａ４版１枚に記載すること。 

  イ 提案書 

    様式は任意とし、Ａ４版６枚以内に記載すること。Ａ３版１枚をＡ４版２枚分と 

   換算して使用できる。 

    なお、本審査は、提案者名を伏せて行う予定のため、提案者名を記入しないこと。 

   提案者（フランチャイズ本部及びフランチャイズ加盟店ともに対象）を特定できる 

   ロゴマーク、モチーフ、コーポレートカラー等の使用も不可とし、違反した場合は、 

   失格若しくは減点等の措置を講じる。 

    提案書は、別紙「要求水準書」を踏まえ、また、別紙「評価基準表」を参考の上、 

   次の項目を記述して提出すること。 

   (ｱ) 運営方針 

     本業務の運営方針について記載すること。 

   (ｲ) 運営体制 

          従業員の配置数、教育研修体制、災害時の対応等について記載すること。 

   (ｳ) 運営内容 

     営業日及び営業時間、提供するメニューと価格、衛生管理・安全管理等につい 
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    て記載すること。 

   (ｴ) 自由提案 

          病院の規模や機能を考慮した上で、患者サービス向上のための取り組み等、利 

        用者にとって有意義となる提案を記載すること。 

      (ｵ）貸付料 

     年間売上額に乗じる貸付料率を提示すること。 

   (ｶ) 想定利用者数を下回るなど運営不振の際の運営改善策について記載すること。 

  ウ 収支計画 

    様式は任意とし、Ａ４版２枚以内に記載すること。可能な限り積算根拠を示し記 

   載すること。 

 (2) 提出期限、提出場所、提出部数及び提出方法 

   提出期限：令和８年１２月７日(月)午後５時必着 

   提出場所：下記「14 問い合わせ先」の場所 

   提出部数：様式は全て片面印刷とし、Ａ４ファイル（タテ型）に綴じて、８部（正 

       本１部、副本７部）提出すること。文字サイズは 10 ポイント以上とする。 

   提出方法：持参又は郵送（書留郵便等の配達の記録が残るものに限る。）による。

    持参の場合の受付時間は、午前９時から午後５時まで（休日を除く。）  

       とする。 

 

10 審査に関する事項 

 (1) 本審査は、別紙「評価基準表」に基づき、病院職員で構成する選定委員会に諮り、 

  最優秀者を１者、優秀者（次点）を１者選定する。 

 (2) 本審査を行うにあたり、企画提案に係るプレゼンテーション及びヒアリングを行う。 

   ア  実施日  令和８年１２月９日(水) 

                  本審査を受ける者には本審査日程及び会場について別途通知する。 

     イ  出席者 ３名以内  

     ウ  実施内容 

    (ｱ) プレゼンテーションを行う順序は事前に選考委員よる抽選にて決定する。 

    (ｲ) 実施時間は１事業者当たり 30 分以内とし、そのうちプレゼンテーションに 

     かかる時間は 15 分以内とする。 

  (3) 選定結果は、県立宮崎病院ホームページ上で公表する。 

 

11 選定後の手続に関する事項 

    最優秀者を優先交渉権者とし、契約締結に向けて業務に関する詳細協議を行う。 

    なお、協議が整わず契約する見込みがないときは、優秀者と契約に向けて協議する。 

 

12 本要項の内容についての質問の受付及び回答 

 (1) 質問方法 

   質問書（様式第６号）により電子メールで行うこと。 

 (2) 受付期間 

  ア 参加資格に係る質問及び参加申込書に係る質問 

    令和８年１０月２６日(月)から令和８年１１月１１日(水)までの休日を除く期間、 

   午前９時から午後５時まで。 

  イ 企画提案書に係る質問 

    令和８年１１月２５日(水)から令和８年１２月７日(月)までの休日を除く期間、 

   午前９時から午後５時まで。 

 (3) 回答方法  

   県立宮崎病院ホームページ上で随時公表する。 

 (4) 受付場所 



 - 5 - 

      下記「14 問い合わせ先」のメールアドレス 

 

13 その他留意事項 

 (1) 応募者は、企画提案書の提出をもって、募集要項、応募等様式集、要求水準書の記  

   載内容を承諾したものとする。 

 (2) この企画提案競技に関する必要な費用は、応募者の負担とする。 

 (3) 応募者が提出する書類の著作権は、応募者に帰属する。ただし、病院が必要とする 

  場合は、応募者の承諾を得て提出書類の内容を無償で使用できるものとする。 

 (4) 提出された書類は字句の誤り以外は変更できない。また、同一提案者が二つ以上の 

    提案をすることはできない。なお、提出された書類は一切返却しない。 

 (5) 提示する資料は、応募に係る検討以外の目的で使用することを禁止する。 

 (6) 本プロポーザルの参加により病院から知り得た情報は、他者に漏らしてはならない。 

 (7) 応募者が、次のいずれかに該当する場合は失格とする。 

    ア  参加申込書等を提出した以降契約締結までに、上記「３ 参加資格」に定める要 

   件をひとつでも満たさなくなった場合、又は満たしていないことが判明した場合 

    イ  提出期限内に企画提案書の提出がされなかった場合 

    ウ  提出書類に虚偽の記載をした場合 

    エ  審査の公平性に影響を与える行為を行った場合 

  オ 本公告後、選定委員会の委員に対して本プロポーザルに関する接触を求めた場合 

 

14 問い合わせ先 

    880-8510 宮崎市北高松町 5 番 30 号 

  県立宮崎病院総務課管理担当 

   TEL：0985-24-4181 FAX：0985-28-1881 

  メールアドレス：miyazaki-hp@pref.miyazaki.lg.jp 
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県立宮崎病院飲食店運営業務 要求水準書 

 

 第１  整備条件 

１ 飲食店の設置 

  県立宮崎病院（以下「病院」という。）が予め整備する厨房設備機器等で飲食物を提供で 

 きる店舗とする。（病院側で設置するイートインコーナーの活用も可とする。） 

２ 建築工事及び設備工事に関する事項 

    貸付ける位置及び病院が設置する厨房機器類は、別添「平面図」及び「厨房機器リスト表」

に示すとおりである。 

３ 正面玄関の利用制限 

閉鎖時間：平日 午後５時３０分から翌日午前８時１５分まで 

土曜・日曜・祝日 終日 

       （閉鎖時間帯は、時間外入口からの入場となる。） 

  

第２ 業務内容 

１ 飲食店の運営 

  下記は最低限の業務内容を想定したものであり、業務内容の充実及び付加サービスの提 

 供に関する事業者からの提案を期待する。 

 (1) 営業日、営業時間 

    営業日及び営業時間は、平日の下記の時間内での営業とし、それ以外の日や時間は、

事業者からの提案による。 

    平日 午前９時から午後４時まで 

  (2)  提供メニュー、提供価格 

       提供メニュー及び提供価格は、事業者からの提案による。なお、運営開始後も、メニ 

     ューの改善や見直しを行うこと。 

  (3) 衛生管理 

   ア 施設、設備、調理器具、食器類、食材等を清潔に保持すること。 

   イ 調理工程及び配膳時における汚染を防止すること。 

 (4)  精算方法 

       精算方式として現金だけではなく、クレジットカードや電子マネー等のキャッシュレ 

     スシステムへの対応を可能な限り配慮すること。 

 (5)  配膳方式 

       配膳方式は、事業者からの提案による。 

  (6)  その他 

       昼食時間帯等における待ち時間の短縮に配慮した運用を提案すること。 

    病院職員向けのお弁当等の提供及び配達等を行うこと。 

２ 予定スケジュール 

  現事業者（契約終了日：令和９年１月１０日）と引継ぎを行い、契約期間開始日以降（令

和９年１月１１日）から速やかに営業が開始できるよう努めること。事業者選定後から契約

開始日までの期間は準備期間とし、その期間に要する費用は、事業者負担とする。 

３ その他 

    業務の詳細については、契約締結後、病院との協議の上、決定することとする。 

 

第３ 業務の運営条件 

１ 運営体制 
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 (1) 店舗責任者の配置 

    ア 事業者は、組織、連絡体制等の資料を提出し、あらかじめ病院の承認を得ること。 

    イ 事業者は、店舗責任者を配置し、次の業務に当たらせること。  

     (ｱ) 病院との連絡調整 

     (ｲ) 従業員に対する指揮、監督、教育 

     (ｳ) 勤務計画表、業務計画表等の作成・提出 

     (ｴ) 病院の求めに応じた委員会等へ出席 

     (ｵ) 従業員名簿の作成・提出等 

    ウ 店舗責任者の変更は、特段の事情がない限り契約期間の過半まで行わないことが望 

   ましい。ただし、店舗責任者を変更する場合は、後任予定者を変更２週間前までに病 

   院に通知すること。 

    エ 店舗責任者が不在時には代理の者を定めること。 

 (2) 従業員の管理 

    ア  事業者は、従業員に業務の遂行に適する清潔な服装を着用させるとともに名札を着 

   装させること。 

  イ 事業者は、従業員の衛生管理、健康管理について、十分に考慮すること。 

  ウ 事業者は、業務遂行上、支障をきたさないよう常に業務量を勘案し、従業員を適正 

   配置すること。 

２ 業務の改善 

    業務の実施において病院が不適当と判断した場合、事業者は、直ちに文書により改善内 

容を報告し、病院の了承を得た上で必要な措置を講じること。 

 また、本要求水準書に記載されている事項が誠実に履行されていないと病院が認めたと 

きは、契約期間中であっても契約を解除できることとする。 

３ 損害賠償 

  事業者は、次の各項に該当するとき、損害額に相当する金額を病院に損害賠償として支 

払うこと。 

 (1) 事業者が、その責めに帰する理由により、店舗部分の全部又は一部を滅失し、又は損 

  傷したとき。 

 (2) 事業者が、病院の定める条件を履行しないことにより病院に損害を与えたとき。 

４ 原状回復義務 

  事業者は、契約期間が満了したとき、または契約が解除されたときは、事業者の負担に 

より病院が指定する日までに原状回復を行うこと。 

５ 業務の引継ぎ 

 (1) 契約終了時（契約解除の場合も含む）には、事業者の責任において、本契約期間内に 

  引継期間を設け、新たな事業者が円滑な業務遂行を図れるよう引継ぎを行うこと。 

 (2) 病院が引継ぎ未完了と認めた場合は、本契約期間終了後であっても、事業者は無償で 

  引継ぎを行うこと。 

 (3) 病院は、事業者が前号の規定に違反し、病院に損害が生じた場合には、事業者に対し 

 て、その損害金を請求できる。 

６ 費用の負担区分 

  下表に示すとおりである。 

費 用 項 目 病院 事業者 

付帯設備費（詳細は別紙「平面図」、「厨房機器リスト表」参照） 〇  

企画提案書の内容に基づき必要となった工事費   ○ 
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厨房設備 （病院が設置する設備以外は事業者） ○ △ 

厨房設備・他設備機器の修繕（原則事業者） △ ○ 

什器・備品費（事業者が準備する調理器具、食器、ロッカーなど）  ○ 

光熱水費（上下水道料、電気料等）  ○ 

レジ、商品棚（冷蔵庫等含む）など必要な設備費  ○ 

人件費・労務費・社会保障費・雇用保険 等  ○ 

従業員の健康管理に係る費用   ○ 

被服費（従業員のユニフォーム等）  ○ 

警備費  ○ 

衛生管理費（洗剤、消毒剤、廃棄物処理費、清掃費等）  ○ 

通信設備・通信費  ○ 

諸官庁手続きに関する経費  ○ 

事業者の業務遂行上必要な帳簿書類（マニュアル等）の作成費  ○ 

その他業務上必要となる備品機材、消耗品費 等  △ ○ 

 ※病院が設置するイートインコーナーの什器・備品費及び光熱水費並びに衛生管理費等及 

 び事業者の責とならない厨房機器及び他設備機器等の修繕費用については、病院の負担。 

 （表中病院欄の△印）   

７ 施設管理・安全管理 

 (1) 店舗で発生する廃棄物等（納品時の段ボール等含む）の処理は事業者が適切に処理し、 

   分別回収に配慮したゴミ箱を設置すること。 

  (2) 店舗内の清掃は事業者が行い、利用者が常に快適に利用できるようにすること。 

 (3) 緊急時の対処法を明記したマニュアルを準備し、事故・災害その他の緊急・非常事態 

  が発生した場合は、利用者の安全確保を最優先に、迅速かつ的確な対応を行うこと。 

 (4) 万一、店舗内で事故等が発生した場合は、速やかに病院に報告すること。 

 (5) 店舗責任者を防火管理者に定める。 

 (6) 災害時マニュアルを作成し、病院へ提出すること。 

８ 留意事項 

 (1) 案内看板等の設置には、病院の事前承諾を得ること。 

 (2) 関係法令を遵守し、衛生管理、感染対策、健康管理を徹底すること。 

 (3) 事業者は、店舗計画等の変更が生じた場合、直ちに病院と協議すること。 

 (4) 商品等の搬入時間帯及び経路については、病院の了解を得ること。 

 (5) 病院が主催する防火・防災訓練や研修会への参加を要請した場合は、対応すること。 

 (6) 使用財産を転貸し、又は使用権の譲渡をしないこと。 

９ その他 

  (1) 事業者は、業務遂行に適用される法令等を遵守すること。 

  (2) 事業者は、業務履行場所が、傷病者が治療を受ける病院であることを十分に認識・理 

    解の上、言動に注意し、業務にあたらせるよう従業員を指導すること。 

  (3) 事業者及び従業員（以下、「事業者等」という。）は、業務上知り得た患者等の個人 

  情報を第三者に漏らしてはならない。契約の解除及び契約期間満了後においても同様と 

  する。 

  (4) 事業者は、従業員の雇用にあたって、個人情報保護の重要性につき指導・教育を徹底 

    すること。 

  (5) 事業者等は、病院の信用を失墜させるような行為をしてはならない。 

  (6) 事業者等は、業務エリア及び使用機器等に係る環境を常に良好に保ち、整理整頓及び 
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    清掃を徹底すること。 

  (7) 事業者は、業務に使用する書類等を保管管理すること。 

  (8) 事業者等は、本業務に関連する利用者からの意見・クレームに対して真摯に対応する 

    こと。 

  (9) 従業員の駐車場は事業者の責任で確保すること。 

  (10) 事業者は、業務内容の見直しを病院と協議の上で、毎年行い、継続的に業務の質の 

  向上を図ること。 

 (11) 事業者は、当該業務を開始するに伴って発生する準備業務について、病院と積極的 

  に連携を図り、確実な業務立ち上げを行うこと。 

 (12) 事業者は、病院が貸与した図面等の資料を、本業務終了後速やかに返却すること。 

 (13) この要求水準書に定めのない事項は、病院と協議を行い決定する。また、定めのあ 

  る事項についても、状況の変化等に応じて病院と協議を行い決定する。 

 

第４ 参考 

１ 病院の事業規模 

  計画病床数：502 床 

  診療科目：26 科 

  階数：地上８階・塔屋１階 

  延べ面積：約 48,000㎡ 

  駐車台数：約 600 台（内、立体駐車場約 280 台） 

２ 現病院の状況 

 (1) 一日平均患者数（令和７年度実績） 

    入院 356 人、外来 616 人 

 (2) 職員数（令和 8 年 9 月 30 日時点） 

   1,087 人（医師 185 人、看護職員 657 人、専門職 130 人、事務職員 115 人） 

   ※その他、病院の委託業務に従事する職員 約 260 人 

(3) 売店／レストラン 

店舗種別 面 積 営業日時 

売店（１階）   120.07㎡ 年中無休 午前７時から午後１０時まで 

レストラン（1階） 

 

43.09㎡ 

 

月～土曜日 午前９時から午後５時まで 

日・年末年始 店休日 

(4) 面会時間 

    病棟 午後２時から午後６時まで（土日祝同じ） 

    

 



評 価 基 準 表 

 

 (1) 評価項目、判断基準、配点                                      

評価項目 判断基準 配点 

運営方針 
・病院内の利用者（外来・入院患者、面会者、病院職員）を考慮して 

 いるか。 
5 

運営体制 

 

・従業員の配置予定数は、繁忙・閑散時間帯を考慮しているか。 

・教育研修体制や研修内容は充実しているか。 

・大規模災害時の病院への協力体制及び業務継続体制はどうか。（商 

  品提供、物品供給、人員のバックアップ） 

・地域経済への貢献度 

20 

運営内容 

・営業日・営業時間は、病院内の利用を想定しているか。 

・店舗レイアウトは高齢者、妊産婦、車椅子利用者等に配慮された 

 利用しやすいものとなっているか。 

・提供メニューの種類や提供価格の設定は、利用者が満足できるも 

 のか。 

・精算方式の簡便性（キャッシュレスの導入） 

・待ち時間短縮の運用は具体的な提案がされているか。 

・衛生管理・安全管理の対応は十分施されているか。（施設設備の清 

 掃、食器の清潔保持、ゴミの管理、調理行程の安全性など） 

・自由提案は、利用者にとって有意義な提案か。 

50 

貸付料 
・最低基本貸付額に対する貸付料率 

・年間売上額に対する貸付料率 
10 

収支計画 

・持続可能な収支計画となっているか。 

・想定している利用者より少ない場合等、運営不振の場合の対応は    

 具体的であり実現可能か。 

7 

実績 ・業務実績 5 

施工調整 ・本店舗工事に関する提案は、具体的であり実現可能か。 3 

                                     合計 100 点 

(2) 評価方法 

   プロポーザル参加者の提案内容を上記(1)に示す項目ごとに評価・得点化し、評価点を算定

   する。各選定委員の評価点を合計した結果、最高得点を得た者を最優秀者とし、次に得点の

   高い者を優秀者（次点）とする。                            


